
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

阿武隈川緊急治水対策プロジェクトに関する住民説明会

令和7年2月20日～2月27日
東北地方整備局

福島河川国道事務所

阿武隈川上流遊水地群整備
（住民説明会）

玉川村 2月20日（木）～21日（金）
鏡石町 2月25日（火）～26日（水）
矢吹町 2月27日（木）



＝ 説明項目 ＝

１．事業工程の振り返り

２．各種検討状況の報告

①遊水地群の設計状況

②用地協議の進捗状況

③代替地（宅地）整備スケジュール

④令和７年度の工事予定

⑤支川処理計画について

⑥地内利活用の検討状況

⑦理解促進の取組について
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○阿武隈川緊急治水対策プロジェクトに基づき、概ね１０年間で治水対策を実施

１．概略工程（概ね１０年間の予定）

阿武隈川緊急治水対策プロジェクト（上流遊水地群整備） 概略工程
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用地協議が完了し、施工が可能となった箇所から順次着手

令和２
年度

令和３
年度

令和４
年度

令和５
年度

令和６
年度

令和７
年度

令和８
年度

令和９
年度

令和１０
年度

測量 ・遊水地範囲検討

事業計画の
検討

・計画規模

調査 ・地質調査など

設計 ・遊水地関係施設

用地調査
・測量

・土地価格の算定

用地協議 ・用地協議、補償

工事

概略工程

用地協議が完了し、施工が可能となった箇所から順次着手

注）上記プロジェクト工程については、今後の調査状況等により変更する可能性もあります。



１．遊水地群整備 令和6～8年度の主な実施項目

主な実施項目
年
度

令和６年度 令和７年度 令和８年度
摘要

月 ０４ ０５ ０６ ０７ ０８ ０９ １０ １１ １２ ０１ ０２ ０３ ０４ ０５ ０６ ０７ ０８ ０９ １０ １１ １２ ０１ ０２ ０３ ０４ ０５ ０６ ０７ ０８ ０９ １０ １１ １２ ０１ ０２ ０３

事業計画の説明等

用地
関係

主に農地

主に宅地

地下水位観測

環境調査

埋蔵文化財調査
試掘調査結果を踏
まえて、本調査範囲
の確定

代替地（宅地）

工事

土地の利活用

○用地協議、代替地整備、各種調査等を以下の工程で実施予定。

注）上記プロジェクト工程については、今後の調査状況等により変更する可能性もあります。

令和4年10月より用地協議開始

令和5年7月より用地協議開始

必要に応じ調査を継続

必要に応じ調査を継続

試掘調査：令和5年3月から矢吹町（第3遊水地）で開始

本調査：令和７年度から鏡石町（第１遊水地）・矢吹町（第３遊水地）で着手予定

令和６年１１月から、鈴川橋下部工工事に着手予定
令和７年度以降、他の橋梁や地内掘削工事に順次着手予定

検討会 年１～２回程度実施予定

説
明
会

基本設計 実施設計 代替地造成・ｲﾝﾌﾗ整備

【移転者】住宅建設、移転

令和５年１１月～
第２回意向調査、
代替地希望者との調整

用地調査、用地協議

令和６年１月３０日
検討会 設立

検
討
会
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２－①．遊水地群の設計状況 ２－②．用地協議の進捗状況

第一遊水地
（鏡石町）

第三遊水地
（矢吹町）

第二遊水地
（玉川村）

しゅう い てい

しゅう い てい

い ぎょう てい

い ぎょう てい

しゅう い てい

い ぎょう てい

えつりゅうてい

えつりゅうてい

えつりゅうてい

はいすいもん

はいすいもん

はいすいもん

凡 例

：遊水地予定範囲

：付替道路等

：現況道路

りゅうにゅうひもん

りゅうにゅうひもん

りゅうにゅうひもん

りゅうにゅうひもん

ちないきょうりょう

ちないきょうりょう

ちないきょうりょう

注）今後の検討結果等により、変更となる可能性もあります。

〇３つの遊水地整備を実施。（全体面積約350ha、洪水調節容量1,500～2,000万m3程度）
〇令和２年度からこれまで７回の事業説明会を開催。（参加者：延べ約2,200人）
○流域の浸水被害軽減に向け、この遊水地では、地権者の皆様から貴重な土地を提供いただいた上で地盤を掘り下げ容量を確保。
○そのため、家屋移転・土地の提供等をいただく皆様を含め、地域の方々のご理解・ご協力により、令和４年１０月から用地協議に着手。
○令和10年度の完成を目指し、地権者の皆様と用地協議中。

用地協議の進捗状況

※各遊水地毎の、進捗状況の違いは農地の
み対象となる用地協議を先行して実施してい
たことによるもの。
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面積（ha) 割合

上流遊水地
全体

350 151.0 43%

第１遊水地 130 60.9 47%

第２遊水地 120 26.7 22%

第３遊水地 100 63.5 63%

契約済み
（令和7年1月31日時点）

面積
（ha）



２－③．代替地（宅地）整備のスケジュール（鏡石町）
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代替地（宅地）整備の流れ

意向調査（1回目）

代替地の選定

代替地基本設計

補償内容提示

意向調査（2回目） 代替地の確定

代替地希望者との調整

代替地 区画同意代替地実施設計

代替地用地調査・用地協議

代替地造成

道路等インフラ整備

代替地造成完了

移転補償協議

住宅建設

移転

令和7年度予定

令和7年度予定

令和7年度予定 令和8年度～予定

令和7年度予定

令和8年度～予定

実施済 実施中 実施予定

※現時点での予定工程であり、事業進捗に
より変更となる場合があります。



２－③．代替地（宅地）整備のスケジュール（鏡石町）

6※現時点での予定であり、面積・道路位置等は変更となる場合があります。

成田原町地区

新町地区

② 成田原町地区

第一遊水地

鏡石町代替地整備箇所

【第１遊水地（鏡石町）】 ※令和7年1月31日時点

意向調査結果より、代替地は、新町地区、成田原町地区の２箇所に決定。
代替地希望者と調整を重ね、区画割に同意を得た。（整備範囲確定）
代替地用地の用地調査、地権者との用地協議を実施中。
令和7年度から造成工事に着手予定
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２－③．代替地（宅地）整備のスケジュール（玉川村）
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代替地（宅地）整備の流れ

意向調査（1回目）

代替地の選定

代替地基本設計

補償内容提示

意向調査（2回目）

代替地の確定

代替地希望者との調整

代替地 区画同意代替地実施設計

代替地用地調査・用地協議

代替地造成

道路等インフラ整備

代替地造成完了

移転補償協議

住宅建設

移転

令和7年度予定

令和7年度予定

令和7年度予定

令和8年度～予定

令和7年度予定

令和8年度～予定

実施済 実施中 実施予定

※現時点での予定工程であり、事業進捗によ
り変更となる場合があります。

個別意向調査



２－③．代替地（宅地）整備のスケジュール（玉川村）
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第二遊水地

①原作田地区

②稲荷畷地区

玉川村代替地整備箇所

【第２遊水地（玉川村）】 ※令和7年1月31日時点

意向調査結果より、代替地は、原作田地区、稲荷畷地区の２箇所に決定。
代替地希望者と玉川村との調整で区画割に同意を得た。（整備範囲確定）
代替地用地の用地調査及び地権者との協議を実施中。
令和7年度から造成工事に着手予定。

原作田地区

稲荷畷地区

※現時点での予定であり、面積・道路位置等は変更となる場合があります。



２－④．令和7年度の工事予定について
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第一遊水地
（鏡石町）

第三遊水地
（矢吹町）

第二遊水地
（玉川村）

凡 例

：遊水地予定範囲

：付替道路等

注）用地の取得状況などにより、工事予定は変更となる可能性があります。

④(新)玉城橋
下部工

①鈴川橋 切廻し道路、下部工

②(新)成竜橋
下部工

②試験ほ場整備

凡 例
令和６年度着手
令和７年度着手

注）今後の検討結果等により、変更となる可能性もあります。

③（新）成竜橋
下部工

③土砂仮置き

⑤土砂仮置き

④土砂仮置き

令和6年度着手し、令和7年度継続工事
① 鈴川橋 下部工
② 試験ほ場整備
③～⑤ 土砂仮置き、代替地へ搬出

令和7年度着手工事（予定）
① 鈴川橋 上部工 ⑤ 第二遊水地 排水門
②～③（新）成竜橋 下部工 ⑥ 第三遊水地 排水門
④ （新）玉城橋 下部工

①鈴川橋 上部工

⑤排水門
※R7年度末頃予定

⑥排水門
※R7年度末頃予定



２－④．遊水地関連では初の工事「鈴川橋下部工工事」に着手
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阿武隈川

現鈴川
付替鈴川

◯遊水地関連では初の工事として、令和６年１１月から、支川鈴川の付替えのため新たに必要となる
鈴川橋下部工工事に着手。

第１遊水地
（鏡石町）

鈴川橋下部工工事に着手
（令和６年１１月）

工事期間中の迂回路

※鈴川橋は、上部工等も含めて令和９年度完成予定

現在の鈴川を遊水地の
外側に付替える



２－④．遊水地関連では初の工事「鈴川橋下部工工事」に着手
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◯遊水地関連では初の工事として、令和６年１１月から、支川鈴川の付替えのため新たに必要となる
鈴川橋下部工工事に着手。

迂回路整備状況写真
（R7年2月3日撮影）

至 須賀川市

至 矢吹町

鈴川橋

下川橋



２－④．試験圃場の整備

◯掘削後の遊水地内で技術的に耕作可能かを確認するため、第２遊水地において試験圃場（水田）を
整備中。令和７年度から作付けを行う予定。

試験圃場計画平面図

○試験圃場面積：約42a（4,200m2）
12

R7年2月3日撮影

玉川村竜崎地区

試験圃場

第二遊水地

試験圃場

第二遊水地 試験圃場整備箇所位置図 試験圃場完成イメージ

試験圃場整備状況（R7.2.3撮影）



２－④．埋蔵文化財調査
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２－④．埋蔵文化財調査（第１遊水地）

14

阿武隈川

成
竜
橋

県道須賀川矢吹線

町
道
成
田
玉
川
線

第1遊水地

試掘・確認調査完了箇所

追加試掘・確認調査箇所（令和７年２月中旬～）

本調査箇所（令和７年４月以降）

凡 例

◯令和６年度より試掘・確認調査に着手。完了箇所に加え、令和７年２月中旬から追加の試掘・確認
調査を実施。
○令和７年度は、本発掘調査を実施予定。

※用地協議の進捗に応じて、令和７年度に試掘・確認調査箇所が追加となる場合があります

※試掘・確認調査の結果に応じて、本調査箇所が追加となる場合があります。



２－④．埋蔵文化財調査（第１遊水地）
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（出典：埋蔵文化財試掘･確認調査結果）

■ トレンチ全景【15T】

■ 出土遺物

トレンチ【15T】

参考） 試掘・確認調査実例【鏡石町・令和6年度】

■ 試掘・確認調査箇所図

※試掘・確認調査において「遺跡」が確認されたことから
「本調査」 を実施する方向で協議中



２－④．埋蔵文化財調査（第２遊水地）
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第2遊水地

試掘・確認調査完了箇所

追加試掘・確認調査箇所（令和７年２月中旬～）

本調査箇所（令和７年４月以降）

凡 例

◯令和６年度（令和７年２月中旬）から試掘・確認調査を実施。

※用地協議の進捗に応じて、令和７年度に試掘・確認調査箇所が追加となる場合があります

※試掘・確認調査の結果に応じて、本調査箇所が追加となる場合があります。



２－④．埋蔵文化財調査（第３遊水地）
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○令和４年度より試掘・確認調査に着手。完了箇所に加え、令和７年２月中旬から追加の試掘・確認
調査を実施。
○令和７年度は、本発掘調査を実施予定。

※用地協議の進捗に応じて、令和７年度に試掘・確認調査箇所が追加となる場合があります

※試掘・確認調査の結果に応じて、本調査箇所が追加となる場合があります。

町道明新・陣ヶ岡線

諸根畜産

小松舘跡

第3遊水地

試掘・確認調査完了箇所

追加試掘・確認調査箇所（令和７年２月中旬～）

本調査箇所（令和７年４月以降）

凡 例



２－④．埋蔵文化財調査（第３遊水地）
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（出典：埋蔵文化財試掘･確認調査結果）

■ トレンチ全景【８５T】

■ 出土遺物

トレンチ【85T】

■ 試掘・確認調査箇所図

参考） 試掘・確認調査実例【矢吹町・令和６年度】
※試掘・確認調査において「遺跡」が確認されたことから
「本調査」 を実施する方向で協議中



２－⑤．支川処理計画について

○本川（阿武隈川）のバックウォーターに対する氾濫防止対策（堤防の嵩上げを基本に整備）

本川の影響で
水位上昇が発生

背水区間までの堤防を整備 19



２－⑤．支川処理計画（第一遊水地：鈴川）
○本川の水位上昇に伴う越水を回避するため、遊水地と一体的に堤防等を整備。

20

鈴川 河道計画 第１遊水地

吐口工３箇所

鈴川橋（新設）

現
在
の
須
賀
川
矢
吹
線

現鈴川

阿
武
隈
川

工事期間中の迂回路

新鈴川
川幅：約45m



２－⑤．支川処理計画（第二遊水地：泉郷川）

○本川の水位上昇に伴う越水を回避するため、遊水地と一体的に堤防等を整備。

21

淀ノ目橋 架替
長さ：約21m→約27m
幅：5.0m

村道橋 撤去

泉郷川
川幅：約17m→約28m

樋門・吐口工５箇所

第２遊水地

村道付替

（仮称）泉郷川橋 新設
長さ：約35m
幅：10.5m(歩道あり）



２－⑤．支川処理計画（第三遊水地：阿由里川）
○本川の水位上昇に伴う越水を回避するため、遊水地と一体的に堤防等を整備。

今後の協議、調整などにより変更となる場合があります。

住家
倉庫、小屋、車庫

陣ヶ岡１号橋

阿由里橋

至 鏡石町成田

至 矢吹町明新

陣ヶ岡３号橋

NO.15

＜阿由里橋＞ 架替
長さ：約11m→約32m
幅：6.0m(歩道なし）→8.0m(歩道なし、路肩拡幅）
迂回路：歩行者用設置

＜陣ヶ岡１号橋＞ 架替
長さ：約23m→約36m
幅：7.0m(歩道なし)→9.5m(歩道あり）
迂回路：車両用設置

＜陣ヶ岡３号橋＞ 陣ヶ岡１号橋に統合

NO.15

迂回路
（歩行者用）

迂回路

22



２－⑥．地内利活用の検討状況
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第２回 阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会（令和７年２月１９日） 説明資料



２－⑥．地内利活用の検討状況

24

第２回 阿武隈川上流遊水地群地内利活用検討会（令和７年２月１９日） 説明資料



２－⑥．地内利活用の検討状況
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地内利活用の方向性については、住民・企業意向調査や作業部会における意見等を踏まえ
地域振興への貢献度、周囲の環境への影響、利活用の実現性、維持管理の持続性等を考慮
し、方向性を検討します。

【検討項目】
１地域振興への貢献度

遊水地内の施設が、遊水地周辺における生業や雇用の創出、にぎわいや交流機会の創出など、地域産業や経
済に貢献するか。

２周囲の環境への影響
創出される遊水地内の空間や施設が、遊水地周辺の風景と調和し、自然環境を損なわないか。

３利活用の実現性
利活用のテーマを実現するために必要な遊水地内の施設の整備に掛かる費用や整備の際の構造上、法制度上

の条件、事業主体の有無など、事業を実現するにあたっての可能性はどうか。

４維持管理の持続性
創出される遊水地内の施設が、将来にわたって継続的に利用され、適正な維持管理や運営が行われることが

想定されるかどうか。

１．地内利活用の方向性について

■利活用（案）※検討中
農地（一般）、農地（企業）、フロートソーラー（企業）、多目的広場、公園 等



２－⑦．阿武隈川上流遊水地群に関する理解を促進する取り組み（Ｒ６年度）

流域内の住民（３町村含む）を対象に、様々な機会を通して上流遊水地群の概要・役割を紹介

各種イベントにおいて、遊水地群に関するパネルや
模型を展示。

R５～R６年度実績（R７．１月末時点）：

伊達市、福島市、郡山市、須賀川市 等

４３回（『巡回パネル展』を除く）

パネル展示

出前講座・講演

『令和元年東日本台風から５年 巡回パネル展』

小学生や地域住民に対して出前講座や講演で遊水
地群について説明。

R５～R６年度実績（R７．１月末時点）：

伊達市、福島市、郡山市、須賀川市 等

３２回（約1,400人）

令和元年東日本台風の被害やこれまでの治水対策等を振り返り、この歴史的な大災害を
忘れることなく、近年多発する水害への備えを改めて考えるきっかけとするため、巡回パネ
ル展を実施。

Ｒ６年度実績：福島県内全２９会場（10月～12月）

（市町村役場、ＪＲ駅、道の駅、ショッピングセンター等）

▲矢吹SDGsフェス（令和６年９月）▲ふくしま道の駅空の駅まつり（令和６年９月）
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▲郡山市立大島中央公民館（令和６年９月）▲伊達市立伊達小学校（令和６年７月）



○阿武隈川流域の小学生（R6実績 約550名）に対し、「阿武隈川緊急治水対策プロジェクト～遊水地の整備について～」と題し
て出前講座を実施。

○阿武隈川での洪水被害や治水対策、阿武隈川上流遊水地群の役割について説明。

２－⑦．阿武隈川上流遊水地群に関する理解を促進する取り組み

小学校への出前講座

☝鏡石町立第二小学校

実施日 対 象 人 数

令和6年7月15日（金） 伊達市立伊達小学校 4年生 96名

令和6年9月12日（木） 矢吹町立矢吹小学校 4年生 35名

令和6年9月26日（木） 鏡石町立第二小学校 4年生 39名

令和6年9月27日（金） 国見町立国見小学校 4年生 39名

令和6年10月3日（木） 伊達市立梁川小学校 4年生 68名

令和6年10月24日（木） 矢吹町立三神小学校 4年生 21名

令和6年10月24日（木） 矢吹町立善郷小学校 4年生 68名

令和6年10月25日（金） 矢吹町立中畑小学校 4年生 24名

令和6年11月6日（水） 玉川村立玉川第一小学校 4年生 34名

令和6年11月7日（木） 鏡石町立第一小学校 4年生 86名

令和6年11月13日（水） 玉川村立須釜小学校 5年生 15名

令和6年11月28日（木） 桑折町立伊達崎小学校 4・5・6年生 30名

計 555名

☝国見町立国見小学校

☝桑折町立伊達崎小学校

参加した小学生からの主なコメント

阿武隈川や遊水地の役割ことを詳しく知ることができて良かった。

遊水地に東京ドーム12～16杯分の水がためられるのはすごい。

遊水地のことをお父さん、お母さんに教えてあげたい。

洪水被害が起きる前に逃げることが大事だと分かった。

防災について、学習できてよかった。
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➢アンケート設置会場 R6: 27会場 ➢回答者 R6: 87人

『令和元年東日本台風から５年 巡回パネル展』 ～令和５年度に引き続き２回目の開催～

➢日 時：令和６年１０月１１日～１２月１２日
➢主 催：阿武隈川上流流域治水協議会
➢開催場所：福島県内の全２９会場

開催概要

○記録的な豪雨により、阿武隈川流域に甚大な被害をもたらした『令和元年東日本台風』から５年。当時の被
害やこれまでの治水対策等を振り返り、この歴史的な大災害を忘れることなく、近年多発する水害への備え
を改めて考えるきっかけとするため、『巡回パネル展』を開催しました。

▲パネル展チラシ

来場者アンケート結果

▲複合施設KOKOTTO（矢吹町） ▲農村環境改善センター（大玉村） ▲道の駅国見（国見町）

59
68%

11
13%

2
2%

15
17%

Ｑ．来年度以降の開催について
19

22%

56
64%

2
2%

10
12%

Ｑ．遊水地群整備に対する理解

上段：人数
下段：割合

理解が大変深まった

特に理解は
深まらなかった

回答なし

理解が深まった

またやってほしい

➢アンケートで寄せられたご意見（一部抜粋）

どちらでも良い

もうやらなくて良い

回答なし

理解が大変深まった

理解が深まった

約90％

68％

・図や写真付きで説明しているため非常に理解しやすかった。
・浸水被害の状況について写真を多く取り入れて表示していて分かりやすかった。
・内容が豊富で、発信内容をじっくり見れば、分かり易い。
・こうやって巡回して開催いただくことで、観るチャンスが増えました。

２－⑦．阿武隈川上流遊水地群に関する理解を促進する取り組み
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実施日 参加者

令和6年5月13日（月） 郡山市議会【事業説明】27名・【現地視察】20名・郡山市副市長

令和6年5月21日（火） 本宮市議会 20名・本宮市長

令和6年7月4日（木） 桑折町議会 12名

令和6年7月16日（火） 伊達市議会 20名

令和6年7月19日（金） 大玉村議会 12名・大玉村長

令和6年9月24日（火） 国見町議会 10名

令和6年10月1日（火） 須賀川市議会 22名

令和6年12月19日（木） 福島市議会 33名【事業説明のみ】

令和7年2月10日（月） 二本松市議会 21名 【事業説明のみ】

○流域治水の取組へのさらなる理解・親しみを持っていただくため、住民の代表である市町村議会を対象に、国・県による「流
域治水に関する事業説明会」を実施（県内の遊水地下流沿川全９市町村で実施済） 。

○事業説明（座学）では、「阿武隈川緊急治水対策プロジェクト」と題し、河道掘削や上流遊水地群整備の状況とともに阿武隈
川流域の流域治水の取り組みについて説明。現地視察では、上流遊水地群整備予定地を視察し、3町村とも交流。

▲事業説明（座学）（郡山市）

▲玉川村長のご挨拶（須賀川市）

議員の方々の主なコメント

実際に現地を見て「350ha」という規模が分かり、下流域での被害が軽減できるこ
とのイメージが湧いた。

遊水地範囲の中には、移転対象となる多数の住家や広大な農地もあり、この地
域の方々には大変なご苦労があることが分かった。

広大な遊水地を整備していただけること、3町村の方々に貴重な土地・ふるさとを
提供いただけることに感謝。

現地の協力あっての治水だという認識を持っていきたい。

遊水地の地元の方々の協力があっての水害防止だということを、自分の地元の
皆様にも伝えていきたい。

▲本宮市長のご挨拶（本宮市）

２－⑦．阿武隈川上流遊水地群に関する理解を促進する取り組み

市町村議会を対象とした事業説明会
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遊水地に関する相談窓口の一元化

遊水地に関するwebサイト

阿武隈川上流緊急治水対策出張所

■遊水地に関するお問合せは、「阿武隈川上流緊急治水対策出張所」へご連絡下さい。

■遊水地に関する情報は、以下のｗｅｂサイトでご覧頂けます。
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住所(〒962-0823福島県須賀川市花岡34-2-2F)

【遊水地に関するお問い合わせ先】


